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概要

研究の目的

手書きの情報をデータベースに登録

ペン先カメラ画像の取得

手書きパターンの復元

特徴

２．最適化問題としての位置合わせ

再出現特徴点の利用

ペン先に超小型カメラ搭載！

各フレームにおける
手書きパターン

データベース

ペン

カメラ

１．獲得される手書きパターン

一致！

１．カメラよりペン先付近の微小領域の動画像を獲得
２．各フレーム画像について位置合わせをしながら統合

手順

比較

現在フレーム画像直前フレーム画像

筆記途中の手書き文字

（例）

・・・

・・・

線分の方向

断片的に撮影される

ライティング・ライフ・ログの実現

特徴点

動的計画法(DP)を用いる

現在フレーム画像直前フレーム画像

直前のフレーム画像と現在のフレーム画像とを
方向 方向に5×5の範囲内でずらしながら比較

復元された
手書きパターン

メモ

ペン
パッと思いついたアイディアや
緊急時のメモの走り書き

日常の手書き内容を保存可能

リアルタイムに取得

ペン

カメラ

（例）

画像中の特徴点がどのように
移動しているかを推定

本研究の対象 従来の研究の対象

既製の文章や写真
未確定なパターン 静的で変化の無いパターン

新たに書き出した部分

カメラの移動方向

推定
可能！

差分として
抽出した部分

カメラの移動方向の推定

再出現特徴点・・・一度フレームアウトした後に
再度フレームインしてくる特徴点

カメラの移動方向を推定し、
移動量最適化の枠組みに埋め込む

フレームイン フレームアウト

再度フレームイン

出現前と後での位置関係を比較し、
最終的な画像の貼り合わせの補正処理に用いる

高精度化
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